　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００３年作成

　　　　　　　　　　設　立　趣　旨　書

　　　　　　　　孟子里山　～Satoyama～　は　人を作り、育む　　

　太古の昔、紀伊半島は鬱蒼とした照葉樹の深い緑に包まれた、「緑の宇宙」でした。今は神社等に数えるほどしか残っていない珍樹・イチイガシが大森林を形成し、その葉陰を宝石のようなルーミスシジミが飛び回っていました。

　２０００年前、弥生時代に入り、紀伊半島の自然は人々により大規模に作り変えられました。照葉樹は伐採され、そこに、炭や薪を取るのに適した落葉広葉樹（クヌギ・コナラ）

が植えられ、薪炭林が形成されました。そして「稲作」を行うために、「沢水」と「河川」

の間に「溜池」「水路」「水田」という「稲作水系」と呼ばれる「人工の水の循環」が形成

されたのです。この「薪炭林」と「稲作水系」により形成される「里山～Satoyama～」こ

そが、第二次世界大戦前、「燃料革命以前」の人々の心のふるさとであった訳です。人々は

里山からの収穫物で生計を立て、子どもたちは里山で遊び、ルーミスシジミに替って飛び回るカブトムシやクワガタムシ、オオムラサキやアカトンボ等との付き合いや、スズメバチやマムシ等の危険な生き物たちから身を守る術を「子ども文化」のなかで口伝していったのでした。つまり「里山」は、当時の人々にとって「会社」であり「学校」であり、そ

して「人格形成の場」であった訳です。

　第二次世界大戦が終結し、日本全土に「燃料革命」の嵐が吹き荒れました。それまで主役であった「第一次産業」は衰退し、「第二次・第三次産業」により経済が回るようになったのです。「第一次産業」の「主役」であった「里山」は忘れ去られ、放置され、各地で丘陵地の森林がどんどん荒れて行きました。

　和歌山県海南市孟子（もうこ）不動谷。７ｈａ足らずのこの小さな谷間に、奇跡的に里山～Satoyama～が残っていました。そこに展開されている自然環境はまさに、昭和３０年

代のそれなのです。「稲作水系」の健全さを示すトンボの生息数は６０種超、「薪炭林」の

豊かさを示すチョウの生息数も６０種超であることが、孟子の里山の素晴らしさを如実に示しています。地権者の厚意により借用した２ｈａのキャンパスを基点として、孟子不動谷の里山～Satoyama～を保全復元し、「孟子不動」「大旗山篠ケ城」「宝光寺伝説」等の文化的財産を後世に引継ぎ、かつてあった「子どもたち」と「里山の生き物たち」の「赤い糸」を繋ぎ止め、里山保全活動を通してシルバー層の方々に等しく「生きがい」を見つけていただきながら、海南市孟子不動谷の「まちおこし」を行ってまいります。

　小さいけれども豊かで、静かで、気持ちいい孟子不動谷から、混沌とした現代社会に向けて、わたしたちは高らかに「日本里山復活の狼煙」を上げます。
　　特定非営利活動法人　自然回復を試みる会・ビオトープ孟子

　自然回復を試みる会・ビオトープ孟子のあゆみ
　　　1998年2月　　地元有志数名により、海南市孟子不動院那賀寺前の
　　　　　　　　　　 放置田を借用し、トンボ池（0.2ｈａ）を掘削して発足
　　　1998年8月　　地元学識経験者数名により、トンボ池および、孟子　　
　　　　　　　　　　 不動谷一帯の動植物のモニタリング調査を開始
　　　1999年5月　　１周年記念観察会を実施　
　　　2000年4月　　第一期里山案内人養成講座を開講　
　　　　　　　　　　（この時の受講生１９名が同会スタッフとなる）
　　　2000年5月　　２周年記念観察会を実施
　　　2001年4月　　第二期里山案内人養成講座を開講　
　　　2001年5月　　３周年記念観察会を、和歌山県、海南市、海南市教育委員会
　　　　　　　　　　 の後援にて実施
　　　2001年7月　　ビオトープ孟子盃こがねグモ相撲大会を、海南市後援にて実
　　　　　　　　　　 施
　　　2001年8月　　　サマーキャンプを、海南市後援にて実施
　　　2002年1月　　　七草粥・小豆粥を古来の神事・慣習を復元しながら実施
　　　2002年4月　　　第三期里山案内人養成講座を開講　
　　　　　　　　　　　　＜里山管理コース＞　　
　　　　　　　　　　　　　　　ビオトープ孟子キャンパス内の管理作業を手伝いな
　　　　　　　　　　　　　　　がら、里山の管理（下草刈り、トンボ池メンテナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス等）方法を学習する。
　　　　　　　　　　　　　　＜動植物調査コース＞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　１９９８年以来継続している孟子不動谷

　　　　　　　　　　　　　　　　　動植物調査を行いながら、動植物の観察

　　　　　　　　　　　　　　　　　方法、調査における着眼点、乾燥標本の作成法等を
　　　　　　　　　　　　　　　　　実習する。
　　　2002年６月　　　わかやま環境大賞部門賞受賞
　　　　　　　　　　　　　 田植・餅つきイベントを実施
　　　　　　　　　　　　　 ビオトープ孟子盃こがねグモ相撲大会を海南市、海南市教育
　　　　　　　　　　　　　 委員会後援にて実施
　    2002年８月　　　ビオトープ孟子サマーキャンプ開催（海南市後援）
　　　　　　　　　　　　　 特定非営利法人（NPO）登録完了
　　　2002年12月　　海南市まちおこしイベント事業そば打ち体験実施
　　　　　　　　　　　　　地球温暖化防止対策植樹やすゆき公園植樹実施
　　　2003年1月　　 「七草粥・小豆粥」開催
　　　2003年2月1日 「ビオトープ孟子感謝会」開催
　　　2003年3月　　 「しいたけ菌植え会」開催
　　　2003年4月　　　「大旗山春のハイキング」開催
　    2003年5月　　　　第四期里山案内人養成講座開講　　 

　　　　　　　　　<<管理コース>>　　３名　

　　　　　　　　　　　　　　　<<調査コース>>　　８名　

　　　　　　　　　　　　　こがねクモ相撲大会へ向けて・・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼い方教室開講　　　

　　　　　　　　　　　　　滋賀県朽木村周辺へ研修旅行　　　スタッフ有志　　
· 啓蒙活動（環境教育その他に付随して）
2000年8月　　　　　和歌山市、海草郡、日高郡の理科教育研究会の依頼に
　　　　　　　　　　 より、ビオトープを中心とした環境保全の勉強会の話
　　　　　　　　　　 題提供を実施
2000年11月　　　　 海南市立海南第三中学校にて、下記２題の課外授業を
　　　　　　　　　　 実施（ビオトープ講師派遣）
1、 河川のはたらきとそこに住む野鳥
2、 里山について　
　　　2000年12月　　　　 ２０００おもしろ科学まつり・和歌山大会
　　　　　　　　　　　　　　　「おもしろ科学まつり和歌山大会」実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　 和歌山大学教育学部
　　　　　　　　　　　　　　　 日本物理教育学会近畿支部　　　　　　主催
　　　　　　　　　　　　　　（演示）　　生物の野外観察は楽しいよ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　展示物提供・当日運営協力

　　　2001年5月　　　　　海南市立東海南中学校に、孟子不動谷生息の代表的な
　　　　　　　　　　　　　 チョウ類３０種の乾燥標本を環境教育資料として寄贈
　　　2001年8月～12月　 海南市立東海南中学校１年生の環境教育の生物調査研
　　　　　　　　　　　　　 究のサポート
　　　　　　　　　　　　　　　8月　　　　：孟子不動谷の施設開放＆スタッフ協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　水生昆虫調査のサポート
　　　　　　　　　　　　　　　8月～12月 ：採集した生物の同定協力および孟子不動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 谷基礎調査資料の提供

　　  2001年12月　　　　海南市立東海南中学校にて、下記の課外授業を実施
　　　　　　　　　　　　　（ビオトープ講師：有本）
1. わたしたちの身の回りの野鳥のくらし
　　　2001年12月　　　　２００１おもしろ科学まつり・和歌山大会
　　　　　　　　　　　　　　「青少年のための科学の祭典・和歌山大会」実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　和歌山大学教育学部
　　　　　　　　　　　　　　（財）日本科学技術振興財団・科学技術館
　　　　　　　　　　　　　　日本物理教育学会近畿支部　主催
　　　　　　　　　　　　　　＜演示＞　ビオトープ　　－里山の自然と親しもう！－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立東海南中学校　　　山田知恵子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビオトープ孟子　　　　有本　智
　　　　　　　　　　　　　　　・共同演示および標本その他資料提供
　　
　　　2002年2月　　　　　美里町世代交流センターにて、下記演題にて講演
　　　　　　　　　　　　　　（ビオトープ講師派遣）
　　　　　　　　　　　　　　里山自然とビオトープ
　　　2002年4月　　　　　貴志川町立西貴志小学校５年生の遠足時のビオト
　　　　　　　　　　　　　 －プ観察のサポート
　　　2002年6月　　　　　海南市教科別研究会生活科部会に依頼にて、生活
                           科研究会を実施 （講師２名）
　　　2002年７月 　　　　 海南市立北野上小学校５年生全員を対象に北野上の
　里山とそこに住む昆虫について講演を実施
  （講師派遣）
　　　2002年８月　　　　　岩出町西安上の「うぐいすエコクラブ」にて昆虫採
　　　　　　　　　　　　　 集の方法と昆虫観察方法の講演を実施（講師派遣）
　　　　　　　　　　　　　 海南市立東海南中学２年生環境教育の補助（講師派遣）
　　　　　　　　　　　　　　（カブトムシと里山自然）
　　　　　　　　　　　　　　（クワガタムシと里山自然）
　　　　　　　　　　　　　　（野鳥と里山自然）
　　　　　　　　　　　　　　（トンボと稲作水系）
　　　2002年9月　　　　　和歌山大学付属小学校が来訪し、トンボを中心とし
　　　　　　　　　　　　　 た稲作水系の生物の観察会及び講演を実施
　　　　　　　　　　　　　 （講師随行）

　　　2002年10月　　　　和歌山市立松江小学校にて総合学習の時間に環境の講
　　　　　　　　　　　　　演（講師派遣）
　　　　　　　　　　　　　和歌山大学附属小学校にて総合学習の時間に環境の講
　　　　　　　　　　　　　演（講師派遣）
　　　2002年11月　　　　紀北養護学校がソバ刈体験会・脱穀体験（講師派遣）
　　　　　　　　　　　　　和歌山市民生協自然観察会（講師随行）
２００２おもしろ科学まつり・和歌山大会
　　　　　　　　　　　　　　「青少年のための科学の祭典・和歌山大会」実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　和歌山大学教育学部
　　　　　　　　　　　　　　（財）日本科学技術振興財団・科学技術館
　　　　　　　　　　　　　　日本物理教育学会近畿支部　主催
　　　　　　　　　　　　　　＜演示＞　和歌山県の森林
· 人が手を加えると壊れる林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照葉樹林・夏緑樹林
· 人が管理しないと壊れる林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　里山薪炭林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立東海南中学校　　　山田知恵子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビオトープ孟子　　　　有本　智
· 共同演示および標本その他資料提供
和歌山県主催　「こども環境サミット」
　　　岩出町うぐいすエコクラブ環境教育サポート
　　　　　　　　　　　　　　　当日サポート
　　　　　講師派遣
　　　

　　　　　　　　　　　　 　孟子里山資料館建設　　３間×５間　

　　　　2002年12月　　　　　　東海南中学校父兄会の依頼により、かずら編み講
　　　　　　　　　　　　　　　　習会を開催（東海南中学校にて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師２名派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ　　　　４名派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2003年1月　　　　　　 貴志川町立貴志川中学校科学クラブの野鳥観察
　　　　　　　　　　　　　　　講師派遣
　　　　2003年２月　　　　　　 海南市立亀川小学校５年生61名対象　
　　　　　　　　　　　　　　　講師派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（題目）　河川に住む野鳥について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身近な生き物についての質疑応答
　　　　　　　　　　　　　　　紀北養護学校主催ソバ打ち体験会講師＆道具貸与

　　　　　　　　　　　　　　　　　講師派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根来山げんきの森倶楽部　阪井良雄
　　　　　　　　　　　　　　　田辺市文里「ＮＰＯセミナー」にて話題提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　話題提供者パネラ－派遣
　　　　2003年3月 　　　　　紀北養護学校父兄同伴ソバ打ち体験会講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師派遣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根来山げんきの森倶楽部　阪井良雄
　　　　　　　　　　　　　　　和歌山市市民生協開催自然観察会（大池遊園から
　　　　　　　　　　　　　　　孟子不動谷まで）開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　講師随行
　　　　2003年4月　　　　貴志川町立西貴志小学校5年生遠足サポート
　　　　　　　　　　　　　　　　講師随行　　３名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　２００３年４月　　　　国助成金　子ども夢基金委託事業　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 子ども対象に自然体験学習の助成　年間１０回実施　

　　　　　　　　　　　　　 担当者　東海南中　山田知恵子教諭　　

　　　　

　　　　2003年６月        第２回田植え 　

　　　　　　　　　　　　　　　　０．１ヘクタ－ルに総勢６０名参加

　　　　　　　　　　　　　　　　最年少３才　

　　　

　　　　　　　　　　　　　 里山資料館を「山案山子」と命名する

　　　　2003年７月　　　　子供夢基金　第３回開催　　　１８時～２１時

　　　　　　　　　　　　　　　題目　　昆虫と触れあおう

　　　　　　　　　　　　　　　参加者　６０名

　

　　　　2003年７月　　　　第４回コガネグモ相撲大会

　　　　　　　　　　　　　　　市長賞　　ビオト－プ孟子賞　　クモ楽会賞

　　　　2003年７月　　　　木工細工．体験学習棟　建設

　　　　　　　　　　　　　　　各種工作室　兼　図工室　

　　　２００３年　８月　　孟子里山林間学校開催

　　　　　　　　　　 　　　７月２６．２７日　　８月４．５日の２回開催

　　　　　　　　　　　　 　１組１０人限定で実施（総勢子ども　１７名参加）
　　　

　　　２００３年　９月　　　第２段　孟子花こよみ（写真本出版）

　　　　　　　　　　　　　　３０００部　中和印刷株

　　　２００３年　９月　　和歌山県まちつくり委託事業スタート

　　　　　　　　　　　　　６０才以上の元気な高齢者対象（６ヶ月間　登録１１名）

　　

　　　２００３年１０月　　海南まちつくり事業（孟子里山おもしろ体験イベント開催）　　　

　　　　　　　　　　　　　海南福祉センターにて２日間　イベント入場者６５０名

　　　２００３年１０月　　瀬戸内海環境保全功労賞 兵庫県知事（議長）賞受賞　　

　　　　　　　　　　　　　神戸オリエンタルホテル

　　　２００３年１０月　　和歌山環境フオーラム参加（ブース出展）

　　　２００３年１１月　　和歌山科学まつり参加（マリーナシテイー　和歌山館）

　　　　　　　　　　　　　孟子里山でブース出展15.16日　科学まつり入場者６０００人

　　　２００３年１１月　　和歌山ふるさとつくりＩＴ活用企画提案委託事業採択

　　　　　　

　　　２００３年１２月　　そば打ち体験イベント開催（新聞広報）４５名

　　　２００４年１月　　　不動明王那賀寺参拝者に啓蒙ビラ配布　５００枚　

　　　２００４年２月１日　孟子里山資料館「山案山子」開館セレモニー

　　　　　　　　　　　　　県．市職員等参加　　　４０名

　　　２００４年２月１２日地球温暖化（和歌山県特別番組）わたしたちはアースセイバー
　　　　　　　　　　　　　ビオトープ孟子　映像録画

　　　２００４年３月　　　和歌山環境ネイチャーメッセ出席　勤労福祉会館

　　　　　　　　　　　　　　

　　　２００４年３月　　　シイタケ菌植イベント（大雨に係わらず参加者多数）

　

  　　２００４年５月　　　環境大臣表彰受賞（東京　新宿御苑にて）

　　　２００４年６月　　　読売新聞主催　環境省共催　日本里山３０表彰（東京　

　　　　　　　　　　　　読売新聞本社）

　　　　　　　　　　　　

    ２００４年７月      海南市委託契約  生きがいと健康作り事業開始

                        (中高年齢者の福祉事業)（座 こんにゃく座設立）

    ２００４年８月      和歌山県ふるさとづくり委託契約

                        (僧兵の道．エコトレッキング)

    ２００４年１２月    炭焼き窯完成．孟子不動秀明窯(しゅうめい窯)着工後1.5年要す

                        初火入れ式．孟子不動谷菊炭(もうこふどうたにきくずみ)

                        クラフト．工作棟完成（木製）

    ２００５年１月      第２回和歌山環境フｵ―ラム参加（県立体育館）

    ２００５年１月      紀泉わいわい村研修（２名参加）

　　２００５年５月　　　第２資料館完成

　　２００５年５月　　　大坂電気通信大学生徒２８名１泊２日　ネイチャーゲーム

　　２００５年７月　　　池田菊炭窯､見学（河西町　今西農園）６名参加

　　２００５年７月　　　海南市 生きがいと健康作り事業委託（２年目）

　　２００５年７月　　　和歌山県 商工労働部より村づくり（コミュニテｲ―ビジ

　　　　　　　　　　　　ネス）事業委託
　　２００５年８月　　　里山林間学校開校　　　小学生１２名参加　１泊２日

　　２００５年９月　　　村づくり（コミュニテｲｰビジネス）北野上地区民

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加説明(北野上公民館)

　　２００５年10月　　 生きがいと健康作り委託事業開校式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビオトープ孟子資料館山案山子で　

　　２００５年10月　　 北海道留萌市議５名　　ビオトープ孟子見学　　

　　２００５年１１月　　　　大阪能勢町池田(菊炭)今西園にて菊炭手伝い(１泊２日)出張

　　　　　　　　　　　　　　住野　口井秀　２名

　　　　　　　　　　　

　　２００５年１１月　　 農水省．農村環境ｾﾝﾀｰ職員来所(６名)　農村田圃の調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　山案山子資料館にて対応(丸嶋以下４名)

　　２００５年１０月　　 エコトレッキングＩＮ大旗山実施３４名一般参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大池遊園駅～大旗山へ08時40分～１６時　　　　　　　　　　　　

　　２００６年１月　　　　　農水省･農村環境ｾﾝﾀｰ「田圃再生復活活動」受賞(全国８団体)

　　　　　　　　　　　　　　東京｣(ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ代々木青少年ｾﾝﾀｰ)　２名参加

　　２００６年１月　　　　　紀泉わいわい村研修（２名参加　１泊２日）木原･口井秀

　　２００６年１月　　　　　七草かゆ・小豆かゆ占いｲﾍﾞﾝﾄ(ﾃﾚﾋﾞわかやま放送)３５名参加
　　２００６年１月　　　　　第２回コミュニテｲ―ビジネス「北野上地区」説明会

　　　　　　　　　　　　　　北野上公民館にて

　　２００６年１月　　　　　和歌山県「フォーラムこれからの町づくり」川辺町　３名

　　　　　　　　　　　　　　江川・北原実・口井

    ２００６年２月          国土交通省出張「低未利用地対策会議」

    ２００６年３月          椎茸菌植えイベント   原木４５本にて 参加者１２家族

    ２００６年６月          田植え体験ｲﾍﾞﾝﾄ      家族で楽しもう（無農薬栽培）４５

                            名参加

    ２００６年６月          北野上公民館「里山サークル開始」１年間 北野上の自然と      

                            歴史についてのサークル活動（現在受講者３８名予定）

    ２００６年７月          和歌山県職員派遣２名受入れ開始（仕事の一部で､自然学

                            習及び作業全般）

    ２００６年８月          国土交通省  半島らしい暮らし  委託事業受託

    ２００６年８月          和歌山キワニスクラブ表彰 「キワニス賞」 

   ２００６年１０月         和歌山マリーナシテイー

                              おもしろ科学まつり参加(自然環境と生き物)

                                   ２日間参加者人数    ４５００人   

   ２００６年１０月         海南市立東海南中学校生徒野外授業

                               １週間０９時～１６時の間  授業の一環で受け入れ

                               ８名（男子） 

   ２００６年１１月         里山フオーラムＩＮ海南 「２部構成」

                                 “里山から地球温暖化を考えよう“

1部 海南商工会議所…経営戦略における自然環境

ﾁｪﾝｼﾞｴｰｼﾞｬｰ 小田理一郎 参加者ﾘｰﾀﾞｰ選抜 ６４名

2部 海南市民会館…一般参加  気象ﾈｯﾄﾜｰｸ 豊田氏

ﾊﾟﾈﾗｰ 海南市長･県環境生活部長･和大中島助教授

      環境ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 岩橋  ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子有本

      参加者２２０名

　 ２００６年12月　　　　北野上公民館　里山サークル(6回)・子供サークル(6回)終了　

　 ２００７年　１月　　　　七草粥・小豆粥　占い神事開催

　 ２００７年　1月　　　　自然エネルギー学校開校(NPO紀州えこなびと)　

　　　　　　　　　　　　　　自然エネルギーの推進により

　　　　　　　　　　　　　　風力･太陽光発電機(出力75w)をﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ内に設置

　 ２００７年　２月　　　　シイタケを栽培しよう。シイタケ菌植えｲﾍﾞﾝﾄ

   ２００７年  ５月         子供夢基金(里育)・蜘蛛相撲大会に向けての第１回目ｻｰｸﾙ

                             ビオトープ孟子現地にて子供１７名参加

                          ※カトウツケオグモ海南市初記録(国内で数十例しかない希少種発見
　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山大学生　山口君発見(和歌山県博物館にて飼育中･吉田誠先生)
  　２００７年6月　　　　　田植え体験会(参加者55名)—午後柏餅作りに挑戦､試食  

　　２００７年6月　　　　　北野上公民館活動(昨年度に続き)・年/6回づつ

1 里山教室(小学生対象)　②里山ｻｰｸﾙ(一般者対象)　開講　

２００７年７月　　　　　第２回里育実施(海南市藤白神社)参加者子供45名

　　　　　　　　　　　　　　（子供夢基金）---昆虫採集をしよう---

　　２００７年7月　　　　　わんぱく公園第8回こがねグモ相撲大会開催　出場者58名
　　　　　　　　　　　　　　　くも116頭出場

　　２００７年7月　　　　　和歌山県職員派遣NPO実地研修制度で3名受け入れ
　　　　　　　　　　　　　　　昨年度2名に続き。
　　２００７年7月　　　　　ビオトープ孟子林間学校(小学生13名参加)　1泊2日
　　　
２００７年8月　　　　　大阪府貝塚市主催　環境分科会にパネラー参加(理事長)
２００７年9月　　　　　大阪府貝塚市　市民の森一行(25名)孟子自然体験会

　　　　　　　　　　　　(ビオトープ生物環境学習)

２００７年１０月　　　　マリーナ和歌山館　おもしろ科学まつり　参加
２００７年１０月　　　　 里育(第3回目)　野上八幡宮山にて きのこ採集体験と

　　　　　　　　　　　　 試食会　（子供31名）　

　　
２００７年１０月　　　　エコトレッキング僧兵の道開催(語り部が先導)
　　　　　　　　　　　　　　参加者42名　

２００７年１０月　　　　第一回 食の安全ＰＲイベント　地産物産市オープン　

　　　　　　　　　　　　　　　（訪れた人約150人）
　　　　　　　　　　　　　　地域との連携事業(無農薬栽培促進講座開催)　　　
　　
　　２００７年１１月　　　　第二回食の安全ＰＲイベント　地場産物産所オープン
　　　　　　　　　　　　　　地域の方との共同事業（海南市まちづくりイベント）

　　　　　　　　　　　　　　　　訪れた人250名

　　２００７年12月　　　　第三回食の安全ＰＲイベント　　地場物産市オープン
　　　　　　　　　　　　　　地域共同事業(海南市町づくりイベント)

　　２００８年１月　　　　 里育「第4回　子供夢基金最終実施」子供35名参加

　　　　　　　　　　　　　 （海南市わんぱく公園にて）講師(えこな人等10名)

　　２００８年１月　　　　有機たい肥をつくる。(和歌山県森づくり事業)　堆肥集めの
　　　　　　　　　　　　　落ち葉収集及び微生物混入作業イベント実施
　　　　　　　　　　　　　和歌山県海草振興局林務課参加　　参加者35名

　　２００８年2月　　　　放置林に植樹祭(クヌギ250本)新聞にて参加者募集

　　　　　　　　　　　　　参加者（34名）お土産進呈

　　２００８年2月　　 　自家でシイタケを栽培しよう。「シイタケ菌植えイベント」

　　　　　　　　　　　    参加者15家族　

　　２００８年3月　　　 地域歴史本(和歌山市伊太祁曾･海南市北野上地域)200冊

　　　　　　　　　　　　 限定本作成(3月末完成)

　　　　　　　　　　　　 1年を掛けて神社仏閣地域々の言いつたえ等掘り起こし

　　　　　　　　　　　　 (350ﾍﾟｰｼﾞのB-5ｻｲｽﾞ)

　　２００８年３月　　　里山の小さな喫茶店(自称　うの花)を開店

　　　　　　　　　　　　訪れた人が「ﾎｯﾄ一息」をもてなす為に

　　２００８年4月　　　和歌山県立広陽高校中等部1年80名　自然観察会受け入れ
　　　　　　　　　　　　自然環境学習授業

　　２００８年5月　　　不動弘法米「無農薬米　田植え体験会」参加者48名

　

　　２００８年6月　　　国土交通省(職員)ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子視察　県職2名随行
　　２００８年6月　　　北野上公民館「里山サークル」「子ども里山教室」開始
　　２００８年6月　　　和歌山県　きのくに森づくり基金（資料館山案山子拡張）

　　　　　　　　　　　　補助金受託

　　２００８年7月　　　コガネグモ相撲大会ＩＮわんぱく公園第9回開催

　　　　　　　　　　　　出場者62名(ｸﾓ124頭)観客150名

　　　　　　　　　　　　海南市長賞・海南市文化ｽﾎﾟｰﾂ振興事業団・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子賞

　  ２００８年7月　　　和歌山県知事視察（プライベートにて里山散策）
　　　　　　　　　　　　蝶収集家の知事につき蝶談義に終始する。
　　２００８年8月　　　国土緑化推進機構　「トンボ池浚渫ｾﾝﾃﾅﾝｽ」助成受託

　　２００８年8月　　　向陽高校中学部受け入れ（1.2.3年生）生物自然学習受け入れ　
　　　　　　　　　　

　　２００８年9月　　　和歌山県職員3ｹ月間里山研修受け入れ（3名男性）12月末まで

　　２００８年11月     外務省（各国24か所里山研修生受け入れ　）ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ･ﾄﾞﾊﾞｲ･

ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞｲﾂ･中国･ｵｰｽﾄﾗﾘｱ　等々　内2名ﾎｰﾑｽﾃｲ―　受け入れ
　　２００８年11月　　 NPO環境ネットワーク　自然環境語り部講座開講（山案山子）
　　

　　２００８年11月　　 ＮＰＯ紀州えこなびと　自然学級開講　（山案山子）
　　２００８年12月　　 和歌山大学付属小学校6年生（35名）里山自然勉強に来訪

県生活環境部より丸嶋理事講師派遣　

大池遊園～不動谷～伊太祁曾神社

　　２００８年12月　　和歌山環境ネットワーク　里山環境教室(ｴｺ環境)

参加者1泊2日　15名

　　２００８年12月　　和歌山北・中ロータリークラブ　ソバ打ち体験会及び里山

　　　　　　　　　　　　ウオーキング　22名
　　２００８年12月　　海南市わんぱく公園「2009年4月1日よりの指定管理者」に。
　　　　　　　　　　　　契約完了(2004年3月迄)　応募総数7団体　
　　２００９年1月　　 紀陽銀行ＯＢ里山来訪（とぼとぼクラブ）20名　ソバ打ち等

　　　　　　　　　　　 孟子里山深訪

　　２００９年２月　　ビッグホエール10000人フェスタ ブース出店

　　２００９年2月　　花王株式会社　社会貢献事業「花王ハートポケット俱楽部」

　　　　　　　　　　　パワーアップ事業表彰　
２００９年3月　 （社）緑化推進機構　森林活用事項事例発表　東京　出席
　　　　　　　　　 当団体 間伐材の利用促進事業

　　　　　　　　　 全国より約100名参加（パネルデｲスカッション）

　　　　　　　　　

２００９年3月　　北野上公民館（20年度末締めくくり）里山サークル

　　　　　　　　　　小坂享氏を講師に「木工細工 鉢カバー作り」を実施

　　　　　　　　　　参加者13名　

　　２００９年4月　　孟子里山資料館「山案山子」新規リニューアル完成　約70㎡
　　　　　　　　　　　和歌山県(森づくり助成)

　　２００９年4月　　トンボ池（きみひろ池）浚渫中　間伐材を使用し土留め工事

　　　　　　　　　　　 作業中　　（社）緑化推進機構による助成

　　２００９年4月　　海南市わんぱく公園　指定管理スタート(園長　有本智)

　　２００９年４月　　里山資料館（山案山子）増設　リニューアル完成
　　２００９年4月　　理事　丸嶋さん「和歌山市　みどり幼稚園」毎週木曜日2時間

　　　　　　　　　　　生き物・自然体験講師として赴任。

２００９年5月　　トンボ池(きみひろ池0.1ha)浚渫完了（社）国土緑化推進委員会

　　　　　　　　　　　 紀州材間伐材4ｍ長150本使用　水深50ｃｍ　
　　２００９年6月　　不動谷「コメ作り塾」開講。塾生3名(無農薬米･ソバの栽培)

　　　　　　　　　　　 男性2名・女性1名　塾長 丸嶋理事

　　２００９年7月　　第10回「こがねぐも相撲大会」わんぱく公園にて開催

　　　　　　　　　　　今年度、鹿児島県加治木町「くも保存会」より会長･副会長

　　　　　　　　　　　3名､指導及び観戦に来県。来季両県による子供対抗戦の準備兼ね　

　　２００９年8月　　不動谷､地蔵さん裏の田圃に「ピンクの花のソバ種まき」10月中旬
　　　　　　　　　　　 花見ごろ

　　２００９年8月　　林間学校（わんぱくクラブ）22名､1泊2日コースで自然体験
　　　　　　　　　　　小学校2年生～5年生

　　２００９年10月　 コメ作り塾､稲刈り
　　　　　　　　　　　孟子不動米の収穫完了（完全無農薬米としてﾘﾋﾟｰﾀｰに販売）

　　　　　　　　　　　今年度収穫は、近年にない不作であった。

　　２００９年10月　 日本ユネスコ　孟子不動谷視察（生物多様性モデル地区調査）

　　　　　　　　　　　 東京大学教授　鷲谷いずみ　氏　　不動谷の田圃の生き物調査

　　　　　　　　　　　全国の里山の生物多様性のモデル地域を全国より10地域を選出
　　　　　　　　　　　するため。

　　２００９年10月　 和歌山県ecoﾗｰﾆﾝｸﾞ　不動谷ソバ畑で　自然環境体験実施
　　　　　　　　　　　ソバ刈り・ソバ打ち体験を開催　参加者24名

　　　　　　　　　　　Ecoﾗｰﾆﾝｸﾞは県主催で年間5回開催　ビオトープ孟子関連では

　　　　　　　　　　　今年度2回目を開催した。

　　２００９年11月  ミニ豚のブーチャン新宿舎完成(引っ越し)

　　２００９年11月　（財）国際ソロプチミスト
　　　　　　　　　　　里山保全活動に対し(感謝状)を頂く。ﾀﾞｲﾜﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ

　　２００９年11月　大旗山トレッキング道路　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子　炭窯より直通ﾙｰﾄ整備開始
　　　　　　　　　　 大旗山「篠ｹ城跡」頂上までの最短ﾙｰﾄ　約15分から20分に短縮

　　２００９年12月　国際ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ協議会和歌山　外国人28名里山ハイキング及びソバ
　　　　　　　　　　 打ち体験会に参加

　　２００９年12月　(社)日本ユネスコ協会　第一回日本　未来遺産にビオトープ孟子

　　　　　　　　　　　不動谷が翌年4月より登録。全国10か所に選定される。

　　　　　　　　　　　11月に生物多様性及び地域歴史の状況を事前調査に東京大学

　　　　　　　　　　　鷲谷いずみ教授及びユネスコ部長と随行者2名が来県。(和歌山県が推薦状を提出した事柄)
２００９年12月　大旗山ハイキング道路整備(最短登頂ﾙｰﾄ開拓)ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子
　　　　　　　　　炭窯よりのﾙｰﾄ････篠ｹ城跡雑木及び竹の除去と整備

２０１０年　3月　和歌山県委託事業　森づくり事業
　　　　　　　　　大旗山ハイキングロード整備(間伐材・標識・名札)等々整　　　

　　　　　　　　　備完了

２０１０年　3月　和歌山県農地課委託事業　耕作放棄地再生事業完了
　　　　　　　　　耕作放棄地に米・ソバ栽培　及びﾊﾟﾜｰｼｮﾍﾞﾙによる農地整　　　

　　　　　　　　　備・ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽの張り替え等々
２０１０年　3月　農工具置き場(作業場)の新設完了約10坪トタンぶき

　　２０１０年　4月　（社）日本ユネスコ協会「未来遺産登録」調印式
　　　　　　　　　東京（国立博物館）出席者4名　北原　北原(実)　有本 高橋 

　　　２０１０年　4月　　向陽中学校　理科ｸﾗﾌﾞ（生物多様性調査開始　田圃診断）

　　　２０１０年　4月　　東京大学　技官　北川淑子氏　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子へ１泊2日

２０１０年　5月　　和歌山県知事表彰（団体の部）ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ活動
　　　２０１０年　5月　　田植え体験会　総勢25名
　　　　　　　　　　　　子供ＮＰＯ（しゅうめい窯　菊炭製炭技術習得体験）総勢11名

　　　２０１０年　6月　　和歌山ユネスコ協会総会　北原（活動の講演）

　　　２０１０年　6月　　ＴＶ和歌山　あっとテレ和歌　出演　(理事長)

　　　２０１０年　7月　　きみひろ池　改修工事（間伐材の施工及び掘削）完成
　　　２０１０年　7月　　第11回コガネグモ相撲大会ＩＮわんぱく公園

　　　　　　　　　　　　　参加者　20名　ｸﾓ40頭

　　　　　　２０１０年　7月　　和歌山大学とインターンシップ打ち合わせ(北原・有本)→

（学長・副学長・中島教授・原先生）
２０１０年　8月　　林間学校開校1泊2日　わんぱくクラブ　25名

　　　　　　　　　　　　　(里山体験)

　　　
　　　２０１０年　8月　　ビオトープ孟子　駐車場に「ユネスコ未来遺産看板」設置
　　　２０１０年　8月　　和歌山大学　生物多様性　調査研究の場所計画と再生開始
　　　２０１０年11月　　わんぱくクラブ(登録員30名)15名　ビオトープ研修
　　　２０１０年11月　　向陽中学校　未来遺産（生物多様性調査）22年分終了　

　　　２０１１年4月　　内閣総理大臣表彰内定（緑化推進功労）

　　　　　　　　　　　　　首相官邸にて表彰は6月22日(東北震災により延期)　
　　２０１１年4月　　　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子にて2名採用　県緊急雇用（ふるさと雇用）
　　　　　　　　　　　　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ就業体験

　　　　　　　　　　　　事業立ち上げ就業

２０１１年4月　　　国際ソロプチミストｱﾒﾘｱ日本中央ｲｼﾞｮﾝ　表彰
　　　　　　　　　　活動助成　（神戸にて）
　　　　　　　　　　
　　２０1１年5月　　　岩手県一関市　　東京大学生物学術会議に向陽中学6名
　　　　　　　　　　　　2泊3日にて参加（ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ2名　中学講師1名）

　　２０１１年5月　　　大賀ハス池完成し、日御碕より移植した苗を植栽する

　　　　　　　　　　　　大賀ハスの反対側池に茶碗ハスを移植する。(ハス池完成)

　　２０１１年6月　　　田植え体験イベント　参加者50名
　　　　　　　　　　　　棚田結びの会との協働作業（大阪市堺筋）

　　　　　　　　　　　　被写体を求めアマチュア写真家約30数名

　　２０１１年６月　　　和歌山大学と活動拠点についてﾐｰﾃｲﾝｸﾞ（原先生）
　　　　　　　　　　　　わんぱく公園とﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子現地にて教育現場とする課題
　　２０１１年7月　　　コガネグモ相撲大会をわんぱく公園にて実施

　　　　　　　　　　　　出場者38名（年々激戦となりつつの感想）

　　２０１１年7月　　　大賀ハス・茶碗ハスを入口2か所の池に移植

　　２０１１年10月　　北野上公民館にて生物多様性シンポジウム

　　　　　　　　　　　参加者55名　向陽中学生による不動谷調査発表を同時

　　に実施

　　２０１１年４月～
　　　　　　　　　　　　毎月第2土曜　　ユネスコ未来遺産調査（向陽中学生による研
究及び調査）
　　２０１２年２月　　　ユネスコ未来遺産シンポジウムを実施（和大高松学習センター）

　　　　　　　　　　　　東大鷲谷教授、須田講師　イーハトープ岩手千坂げんぽう

　　　　　　　　　　　　中池見湿原の教授を迎え生物多様性の発表研究会を実施

　　　　　　　　　　　　向陽中学校１０名による研究発表がメインとなる。

　　　　　　　　　　　　参加者総勢280名

　　２０１２年3月　　　ﾄﾝﾎﾞ池間伐材にて土砂流入対策事業（3年間の緑化推進機構

事業）完了　約10ｱｰﾙのﾄﾝﾎﾞ池完成

　　２０１２年４月　　　県緊急雇用の高橋氏、ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子のﾌﾟﾛﾊﾟｰとして1年間雇用(特にわんぱく公園の作業が大)

　　２０１２年5月　　　ＪＴ（日本たばこ産業）より助成決定　大阪天王寺

都ホテルにて助成式　近畿で2件採択
理事長及び監事出席する。

　　２０１２年5月　　　北野上小学校5年生ビオトープにて自然学習

　　　　　　　　　　　　講師有本で以後1年間指導（校長寄りの申し入れにより）　
　２０１２年６月　　　孟子不動谷にて田植え体験会
　　　　　　　　　　　　昨年度に引き続き棚田結びの会との協働イベント

　　　　今年の植え付け約40アール　作柄ミネアサヒ

　　２０１２年7月　　（財）緑化推進機構より間伐材の促進利用の活性化で3年間の
　　　　　　　　　　　　助成受託（間伐材の促進利用については6年間の実績となる）

　　２０１２年8月　　　海南市わんぱく公園に20ｋｗ太陽光発電設備完備ビオトープ
　　　　　　　　　　　　孟子及び丸山組コンソーシアムが設置し海南市に譲渡。

　　２０１２年9月　　　ビオトープ孟子従事者、ｴｸｼﾌﾞ有馬離宮にて研修会（総勢15名）
　　２０１３年３月　　　県立図書館にて生物多様性フオーラム開催
　　　　　　　　　　　　和歌山大学・県立海南高校・県立向陽中学校調査研究発表

　　　　　　　　　　　　講師：東京大学須田先生・和歌山大学中島先生

　　２０１３年3月　　　間伐処理を行った山にｸﾇｷﾞ苗180本植樹

　　　　　　　　　　　　参加者家族６０名

　　２０１３年５月　　　日本たばこ産業（株）天王寺都ホテルにて報告会
　　　　　　　　　　　　北原・有本　出席

　　２０１３年６月　　　棚田結びの会との田植え体験会実施

　　　　　　　　　　　　早乙女衣装にて8名田植え

　　　　　　　　　　　　
　　２０１３年６月　　　ホタル観賞会実施　ＰＭ7：00～9：00
　　　　　　　　　　　　参加者家族３０名

　　２０１３年６月　　　国土緑化推進機構受託　間伐材の促進事業

　　　　　　　　　　　　完了（報告済み） 
　　　　　　　　　　　　次年度への事業継続

　　２０１３年９月　　　稲刈体験会　向陽中学含め総勢４５名参加
　　　　　　　　　　　　約２アールを鎌にて刈り込み
　　２０１４年２月　　　子ども里山植樹祭の開催「子ども参加者４０名クヌギ苗150本」
２０１４年３月　　　ユネスコ未来遺産里山フオーラム「紀の川市かがやきホールにて」2部構成で開催
　　　　　　　　　　　　1部・・・東大生命科学研究所　鷲谷教授らいいさんかんけいの基調講演（参加者２５０名）
　　　　　　　　　　　　２部・・・和歌山大学・向陽中学・海南高校・北野上小学校生徒による調査研究の発表を行う。（聴衆者３５０名）　
　　　　　　　　　　　　第一回未来遺産登録場所「岩手久保川ｲｰﾊﾄｰﾌﾟ」「中池見湿原」講師参加する。

　　２０１４年４月　　　１・花王株式会社、里山環境資金の助成金決定　
　　　　　　　　　　　　２・経団連里山環境助成金決定
　　　　　　　　　　　　３・地球環境基金「トンボ相の復活、人材育成事業」助成金決定
２０１４年６月　　　ユネスコ未来遺産関係、住友ゴム工業(株)ダンロップタイヤ社員 
　　　　　　　　　　エナセーブ事業(孟子不動谷にて田植え体験会実施１００名)
　　　　　　　　　　あいにく雨にも負けず完了

　  ２０１４年７月　　　不動谷農地山すそ根笹及び雑木（延長200ｍ×30ｍ）伐採除去
　　２０１４年８月　　　和歌山ユネスコ協会　子ども夏キャンプ実施(日帰りｷｬﾝﾌﾟ)
　　　　　　　　　　　　孟子講師配置。

　　２０１４年８月　　　わんぱくクラブ夏期講習（ｷｬﾝﾌﾟ）わんぱく公園にて　４０名
　　２０１４年1月　　　1月よりトンボ池大改修開始(カシオ造園)３月末までに完了
　　２０１５年３月　　　2014年４月～２０１５年３月間　毎月月末土曜日　わんぱくク
ラブ（トンボ池にて）野外研修実施　２０名
　　２０１５年3月　　　毎月（土曜日）向陽中学理科部孟子不動谷にて調査研究観察会
　　２０１５年３月　　　和歌浦アートキューブにて生物多様性フオーラムの開催
　　　　　　　　　　　　和大教授(中島)天神崎(玉井先生)
　　２０１５年６月　　　ダンロップ（住友ゴム株社員）孟子不動谷にて親子田植え体験　
　　　　　　　　　　　　会100名参加
　　２０１５年7月　　　わんぱくクラブ夏キャンプ開催（わんぱくこうえん）参加児童
25名（風の子館寝泊り）
　　２０１５年12月　　あいおいニッセイ同和損保自然体験事業助成目録授与
　　２０１５年12月　　全国生物多様性保全上重要な里地里山（孟子不動谷）選定「環境
省」

　　２０１６年　1月　　耕作放棄地夏冬水田んぼ改修工事着工（地球環境基金）　
　　
　　２０１６年　1月　　経団連助成（緑と水の森林ファンド）トンボ池改修工事
２０１６年　２月　　生物多様性フオーラム開催（紀の川市かがやきホール）鷲谷教
　　　　　　　　　　　　授基調講演　北海道留萌市議(珍田氏参加)参加者300人
　　２０１６年　４月　　わんぱくクラブ員募集[A]コース20名募集「B」コース20名募
集「わんぱく幼稚園」１５名募集
　　２０１６年　４月　　和歌山県生物多様性戦略ビオトープ孟子係り
　　２０１６年　７月　　わんぱくクラブ員サマーキャンプ開催「わんぱく公園宿泊」
　　２０１６年　７月　　海南市長杯コガネグモ相撲大会開催「INわんぱく公園」
２０１６年１０月　　全国トンボサミットIN和歌山開催（県文小ホール）参加者300
名　ビオトープ孟子参加　　　　　　　　　　　　　
　　
２０１６年１０月　　静岡県、おけがや沼視察（池及びｾﾝﾀｰ視察）細田先生案内
　　２０１６年１２月　　和歌山県里地里山環境保全活動団体にﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ孟子
「和歌山仁坂知事認証　認証番号；1」
　　２０１７年　１月　　年始孟子不動明王参拝者お茶接待　今年の人の出減少傾向
　　２０１７年　１月　　和歌山県「人と自然をつなぐシンポジウム」パネラー（ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ
孟子理事　有本）

　　２０１７年　1月　　２０１７年より高野山奥の院で使用する空海御廟前、火鉢炭を納
入するにあたりプロジェクトの立ち上げ。3月より納入開始（住
野理事）
　　２０１７年　3月　　日本ユネスコ、未来遺産 生物多様性フオーラム開催（貴志川中
貴志コミセン）里山幼稚園 わんぱくクラブB 向陽中学 和大生
　　２０１７年　４月　　安倍晋三総理大臣主催「桜見る会；新宿御苑開催」理事長・監
　　　　　　　　　　　　事参加
　　２０１７年　４月　　ダンロップタイヤ（エナセーブチーム）孟子田んぼ田植え体験
　　　　　　　　　　　　打ち合わせ（有本理事）

　　　　　　　　　　会員及び関係者のみなさま

　謹啓　みなさまには、ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。

　さて、１９９８年２月１日の設立記念日以来、みなさまから多大なご支援いただきながら活動してまいりましたわたくしども自然回復を試みる会・ビオトープ孟子は、２００２年８月に特定非営利活動法人の認証を受け、ＮＰＯ法人として新たに再出発することになりましたので、ここに謹んでご報告申しあげます。

　別紙でご案内のとおり、「里山～Satoyama～保全」を切り口として過疎と高齢化で衰退

する地域社会の創造的な活性化を行うべく同会を設立して以来、多くの方々の支援のお陰

で、さまざまな活動を展開し、成果を挙げることができました。

　地域再生、まちおこしをその主目的として、昭和３０年代の里山～Satoyama～の面影を色濃く残すここ海南市孟子（もうこ）不動谷に第一号のトンボ池を掘削したのは、１９９８年２月１日のことでした。孟子不動谷は、その最深部にある孟子不動院那賀寺が収蔵する「不動の滝」に弘法大師・空海が刻んだとされる不動明王により近郷近在に知られ、森林の状態も昔日の面影を色濃く残すすばらしい薪炭林が存在しているものの、戦後全県下的に使用された強力な農薬・ホリドールの影響により一度稲作水系は死滅し、その後近隣の大池遊園から逃げ出したタイワンザルと、群れからはぐれて有田川を渡ってきたニホンザルの離れザルにより交配した「混血ザル」の群れによる食害と農業従事者の高齢化に起因して稲作が放棄されることにより、孟子不動谷の稲作水系は寸断されてしまっていました。地元地権者の厚意により借用した０．５ｈａの放置田に小さなトンボ池を２個掘削し

、そこに水路から水を循環させただけの「ビオトープ」から、わたくしどもはスタートしたのでした。

　豊かな薪炭林が残存していることが功を奏して、設営されたトンボ池には、次々に昔懐かしい水生昆虫が飛来し生活を始めました。中でもトンボ類の種類数と個体数の多さは目を見張るものがあり、設営一周年の１９９９年にして確認種が５０種を超過し、現在では６8種を超えるまでになり、県下屈指の「とんぼ王国」となっています。たった２枚の小さなトンボ池をきっかけに、荒廃していた孟子不動谷の「稲作水系」は息を吹き返したのでした。それから６年、年間５７～５８種平均のトンボ類がコンスタントに確認され、稲作水系の野外博物館として、孟子里山公園の最大の売り物のひとつとなっているのです。

　新しい世紀を次年に控えた２０００年、ビオトープ孟子の大きなステップを踏み出すきっかけとなる「ホップ」が沢山起こりました。まずは「ビオトープ孟子杯　こがねグモ相

撲大会」が開催されました。和歌山県のクモ類研究の第一人者にして、ビオトープ孟子設

立当初から寝食を忘れた尽力を賜っていた故・東條　清氏が、「和歌山にもう一度、コガネグモの相撲を復活させたい」という懇願の下に孟子の地で発足したものです。このイベント自体は地味ではあるものの、地元の子どもたちが、自転車を転がして参加するという、孟子里山に最も似合うすばらしく風情のあるものとなり、病の床に伏せるまで裃姿の元気な東條氏の掛け声が、孟子不動谷に響き渡ったものです。

　孟子の里山を守り育て、里山固有の魅力的な生き物たちを、初めて来られる方々に案内できるような人材を育成していくことを第一義として発足した「里山案内人養成講座」も、

２０００年から発足しました。栄えある第一期生は、本文の最後に名を連ねる理事・スタッフの面々であり、養成講座第一期生は、ビオトープ孟子の礎を築いたといえるでしょう。

発足４期目を迎えた現在、里山案内人養成講座は、「管理コース」と「調査コース」に別れ、

それぞれに充実したメニューのもと、運営されています。

　２００１年に入り、里山案内人第一期生を中心として、ビオトープ孟子の活動は多岐にわたるようになりました。「コガネぐも相撲」「定例観察会」「里山案内人養成講座」に加えて、「サマーキャンプ」「七草粥・小豆粥」「記念観察会」等を海南市や海南市教育委員会後援により開催することとなり、「ビオトープ孟子」の名は、一躍近隣に知るところとなったのです。またこの年から、役員・スタッフを対象とした「研修旅行」が開始されました。「井の中の蛙」になることを恐れた理事長の発案により開始された「研修旅行」の記念すべき第一回目は、高知県中村市にある「しまんとトンボ記念館」と「とんぼ王国」でした。社団法人「トンボと自然を考える会」常務理事・杉村光俊氏の講演を拝聴し、「とんぼ王国」のすばらしい管理方法とそのトンボの生息数の多さに感銘を受けたスタッフは、丁度時を同じくして地権者の方々の理解を得て拡大することに成功した借用地に、「つねとも池」「

きみひろ池」「やすゆき自然公園」とトンボ池や自然観察場所を増設して行きました。そして「とんぼ王国」に販売されていた「とんぼ王国トンボハンドブック」にヒントを得て、孟子不動谷で撮影した５０種類のトンボ類の生態写真をカラー印刷した同会第一号の書籍・「孟子とんぼ谷」も出版しました。このように２００１年は、特定非営利活動法人の認証を受け「ステップ」の年となる２００２年に向け、躍進の素地を作るには十分の成果を残したのでした。

　同会「ステップ」の年・２００２年がスタートしました。養成講座一期生から成長したスタッフたちの汗と、地元地権者の方々の尊いご協力により、わたくしどもが里山保全の

拠点とするキャンパスも２ｈａとなりました。「コガネぐも相撲」「サマーキャンプ」等の恒例行事に加えて、「ソバ栽培」「田植え」がメニューに新たに加わりました。里山稲作水

系の「主役」である「稲作」に、やっと手が届いたのです。漸く「里山」が産声を上げたとも言えるでしょう。秋９月、孟子不動谷を真っ白に彩った秋蕎麦の花、そして、米の脱

穀の際に不動谷に響き渡った子どもたちの歓声と、新米で作ったおにぎりを頬張ったとき

の「おいしい～！」という歓声は、孟子里山の「目覚め」の声といっても過言ではないでしょう。たった１枚のトンボ池から発足し、トンボが復活し、カブトムシが活躍し、ゼフィルスが舞い、そして２００２年に「稲作」「畑作」がスタートし、里山が「ほんまもん」になってきたのです。やはりトンボも、カブトムシも、そしてゼフィルスも、その基本に「稲作」があって初めて活きるもの、圃場整備をせずに作った水田と、薪炭林があってこそ映えるものだということを、稲を刈る、そしてソバを頬張る子どもたちの歓声を聞いて再認識したのでした。

　そんな「ステップ」の年となった２００２年、それを記念する２つの嬉しいトピックスを得ることとなりました。まずはこの年から発足した「わかやま環境大賞」において、わたくしどもの取り組みが認められ、「環境部門賞」を受賞いたしました。同時受賞した１０数年のキャリアを持つ他団体の中で、わずか発足５年の我々が受賞を賜ったのも、スタッフ一同の不断の努力への「ご褒美」であったと思いたいものです。そしてもう１点、２００２年８月をもって、わたくしども「自然回復を試みる会・ビオトープ孟子」は、特定非営利活動法人とて、新たなるスタートを切ったのでした。

　２００３年、それは「ビオトープ孟子」にとって大いなる「ジャンプ」の年にしなければなりません。発足６年、６．５ｈａの海南市孟子不動谷を舞台に里山保全事業を行ってまいりました。放置されて荒廃した里山と共に、どんどん遠い記憶の彼方に消え去りかけていたアカトンボ、ヤンマ、コガネグモ等を「稲作水系」と「薪炭林」とともに取り戻し、それらの里山固有の魅力的な生き物たちと、泥んこになって遊ぶ子どもたちを取り戻し、その里山管理の現場では、定年を迎えたシルバー層の方々に「生きがい作り」と「子供の頃の思い出」を取り戻していただき、「環境」が大きなキーワードとなり、「総合学習」の大きな柱として存在する「環境教育」の場として近隣の小中学校に利用していただきながら、ここまで皆様と共に発展してまいりました。今後も基本理念は変えることなく、「不屈不撓」の精神で歩んでゆく所存でございます。本年１０月、完成予定の「里山記念館・山案山子資料館」を新たな拠点として加えながら、今後も一歩一歩、確かな歩みをすすめてゆこうと存じます。

　何卒、わたくしども特定非営利活動法人自然回復を試みる会・ビオトープ孟子の活動にご理解を頂き、引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。
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